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●
大
震
災
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

　

Ｑ　

家
の
中
の
一
部
を
鉄
筋
で

補
強
す
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
（
安

全
ボ
ッ
ク
ス
）
は
耐
震
改
修
補
助

金
の
対
象
に
な
る
か
。
ま
た
、
大

谷
石
の
塀
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
の

補
助
対
象
と
な
る
か
。

　

Ａ　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
大
谷

石
の
塀
は
、
と
も
に
補
助
対
象
と

な
る
が
、
塀
を
撤
去
し
た
後
は
フ

ェ
ン
ス
な
ど
に
し
て
も
ら
う
。

　

Ｑ　

学
校
の
体
育
倉
庫
を
改
造

し
、
雨
天
時
で
も
使
用
で
き
る
災

害
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
な
い
か
。

　

Ａ　

雨
天
時
に
は
、
学
校
内
の

ト
イ
レ
で
、
箱
型
簡
易
ト
イ
レ
が

使
用
可
能
な
た
め
、
体
育
倉
庫
を

改
造
す
る
考
え
は
な
い
。

　

Ｑ　

市
内
の
大
火
に
な
り
や
す

い
地
域
の
自
治
会
に
可
搬
ポ
ン
プ

を
提
供
し
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
方
に

協
力
を
し
て
も
ら
い
、
住
民
が
自

ら
初
期
消
火
が
で
き
る
訓
練
は
必

要
な
い
か
。

　

Ａ　

消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
消
火

活
動
は
有
効
と
考
え
る
が
、
維
持

管
理
の
問
題
な
ど
が
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

Ｑ　

地
震
で
消
火
栓
が
使
用
不

能
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
、
市
内

の
空
き
家
を
購
入
し
て
、
防
火
水

槽
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

Ａ　

市
街
地
の
消
防
水
利
の
充

足
率
は
国
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。
今
後
、
開
発
行
為
や
公
園
の

設
置
な
ど
の
状
況
に
合
わ
せ
て
防

火
水
槽
の
増
設
を
考
え
る
が
、
空

家
の
購
入
は
、
用
地
の
購
入
費
な

ど
も
含
め
て
経
費
が
か
か
る
た

め
、
現
在
、
考
え
て
い
な
い
。

●
学
校
給
食
の
安
心
・
安
全
と
保

護
者
負
担
の
軽
減
を

　

Ｑ　

地
産
地
消
や
食
育
の
推

進
、
集
団
食
中
毒
の
リ
ス
ク
回
避

の
た
め
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
自
校

方
式
へ
順
次
切
り
替
え
な
い
か
。

　

Ａ　

セ
ン
タ
ー
は
新
築
か
ら　
１９

年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

自
校
方
式
に
切
り
替
え
て
い
く
段

階
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ　

学
校
給
食
法
で
は
、
施
設

費
や
人
件
費
は
保
護
者
に
請
求
で

き
な
い
と
定
め
て
い
る
が
、
米
飯

に
含
ま
れ
る
委
託
業
者
の
人
件
費

を
除
け
ば
３
０
０
円
の
値
上
げ
は

必
要
な
い
の
で
は
。

　

Ａ　

本
市
で
は
、
米
飯
を
一
人

ず
つ
容
器
で
配
膳
す
る
方
式
と
し

て
お
り
、
価
格
面
で
は
割
高
と
な

る
が
、
食
事
時
間
を
確
保
す
る
た

め
に
は
必
要
と
考
え
る
。

　

Ｑ　

保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
給
食
費
に
公
的
支
援
を
行

う
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、
本

市
で
も
検
討
し
な
い
か
。

　

Ａ　

無
償
化
す
る
と
、
毎
年
３

億
５
千
万
円
の
公
費
支
出
と
な
り
、

財
政
負
担
上
難
し
い
。

●
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
の
抜
本

的
対
策
強
化
を

　

Ｑ　

水
洗
が
使
用
で
き
な
い
状

態
で
も
洋
式
便
座
が
活
用
で
き
る

簡
易
処
理
セ
ッ
ト
の
備
蓄
を
増
や

す
と
と
も
に
、
ビ
ニ
ー
ル
と
新
聞

紙
で
自
作
で
き
る
処
理
セ
ッ
ト
の

作
り
方
を
普
及
し
な
い
か
。

　

Ａ　

防
災
訓
練
な
ど
で
市
民
に

も
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
を
呼
び
か

け
て
い
る
が
、
今
後
、
自
作
ト
イ

レ
の
Ｐ
Ｒ
も
図
っ
て
い
く
。

●
中
学
生
へ
の
大
規
模
災
害
時
の
教

育
と
災
害
時
協
力
願
い
に
つ
い
て

　

Ｑ　

中
学
生
へ
の
災
害
時
教
育

は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

Ａ　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
避
難
訓

練
や
防
災
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｑ　

災
害
時
、
中
学
生
が
避
難

所
の
運
営
の
補
助
や
安
否
確
認
な

ど
、
補
助
的
な
手
伝
い
を
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

　

Ａ　

防
災
教
育
で
助
け
合
い
や

協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
指
導

し
て
お
り
、
進
ん
で
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ　

防
災
訓
練
や
避
難
訓
練
に

参
加
す
る
生
徒
を
評
価
し
て
は
。

　

Ａ　

継
続
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
場
合
は
指
導
要
録
な
ど
に

記
載
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

●
独
居
老
人
の
終
活
支
援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

収
入
が
少
な
く
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
の
た
め
終
活
支
援
と

し
て
生
前
に
葬
祭
業
者
と
の
橋
渡

し
を
す
る
施
策
を
考
え
な
い
か
。

　

Ａ　

生
前
契
約
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
業
は
、
高
齢
者
へ
の
施
策
で

は
な
く
、
生
活
困
窮
者
の
相
談
事

業
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
神
社
の
保
護
と
文
化
財
指
定
に

●
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改
定
に

つ
い
て

　

Ｑ　

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
と
日

米
地
位
協
定
と
の
関
係
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　

Ａ　

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
は
日

米
地
位
協
定
に
基
づ
く
日
本
国
内

で
の
米
軍
の
活
動
で
あ
り
、
厚
木

基
地
に
飛
来
す
る
こ
と
は
、
そ
の

活
動
の
一
環
と
認
識
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

平
成　

年
２
月　

日
に
飛

２９

２３

来
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
目
的

は
把
握
し
て
い
る
か
。

　

Ａ　

国
か
ら
は
、
米
軍
の
運
用

に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
把
握
し

て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

●
地
域
振
興
施
設
（
道
の
駅
の
よ

う
な
も
の
）
に
つ
い
て

　

Ｑ　

市
役
所
北
側
に
予
定
し
て

い
る
地
域
振
興
施
設
の
構
想
は
。

　

Ａ　

（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
効
果

を
生
か
し
、
地
場
農
産
物
が
活
用

さ
れ
る
こ
と
で
、
市
の
知
名
度
向

上
と
農
業
の
振
興
を
図
る
。
さ
ら

に
、
増
加
す
る
路
上
駐
車
対
策
と

し
て
、
道
路
付
帯
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
道
路
機
能
の
確
保
を

図
る
な
ど
産
業
の
活
性
化
の
拠
点

施
設
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

１０月１日に開所する予定の保健福祉プラザの
外観イメージ図

　

Ｑ　

地
域
振
興
施
設
の
設
置
に

よ
り
、
市
内
農
業
の
振
興
に
ど
う

役
立
て
る
の
か
。

　

Ａ　

市
内
で
は
高
品
質
の
農
畜

産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

資
源
を
十
分
に
活
用
し
た
施
設
の

整
備
は
、
農
業
者
の
所
得
向
上
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
な
ど
、
本
市

の
農
業
振
興
に
大
い
に
役
立
つ
と

考
え
て
い
る
。

●
学
校
給
食
に
つ
い
て

　

Ｑ　

給
食
費
の
値
上
げ
は
、
消

費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

時
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
機
会
は
あ

っ
た
と
思
う
が
、今
行
う
理
由
は
。

　

Ａ　

給
食
の
回
数
が
増
え
る
な

ど
、環
境
も
変
化
し
て
お
り
、学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
給

食
費
見
直
し
を
諮
問
し
た
と
こ
ろ

地
産
地
消
の
推
進
な
ど
、
安
心
・

安
全
で
魅
力
あ
る
給
食
を
提
供
す

る
た
め
に
値
上
げ
が
必
要
と
の
答

申
を
受
け
て
値
上
げ
を
決
め
た
。

　

Ｑ　

綾
瀬
市
産
の
食
材
を
よ
り

多
く
給
食
に
使
わ
な
い
か
。

　

Ａ　

地
場
産
物
の
出
荷
時
期
に

合
わ
せ
た
献
立
を
考
え
て
い
る
。

綾
瀬
産
の
卵
や
豚
肉
な
ど
も
使
用

し
て
お
り
、
平
成　

年
度
は
全
体

２７

の
４
割
使
用
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

給
食
費
の
口
座
振
替
が
で

き
る
取
り
扱
い
金
融
機
関
を
増
や

す
考
え
は
な
い
か
。

　

Ａ　

利
用
者
の
利
便
性
を
図
る

た
め
、
今
後
、
金
融
機
関
と
調
整

し
、
増
や
す
よ
う
検
討
す
る
。

●
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
避
難
者

に
つ
い
て

　

Ｑ　

市
内
に
避
難
し
て
い
る
方

は
い
る
の
か
。
ま
た
、
現
状
は
。

　

Ａ　

福
島
原
発
の
影
響
に
よ
り

市
内
に
５
世
帯　

人
が
生
活
し
て

１０

い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

原
発
の
影
響
に
よ
る
避
難

者
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

　

Ａ　

原
発
避
難
者
特
例
法
に
基

づ
き
、
福
島
県
内
に
住
民
登
録
を

残
し
た
ま
ま
、
福
祉
や
医
療
、
本

市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ

る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

深谷中央２号公園にきれいな芝桜が咲いていました

つ
い
て

　

Ｑ　

文
化
財
を
守
る
た
め
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
。ま
た
、新

た
に
指
定
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

　

Ａ　

文
化
財
は
個
人
の
所
有
物

で
も
あ
る
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

歳
月
を
重
ね
る
こ
と
で
希
少
に
な

り
、
新
た
な
評
価
が
さ
れ
て
指
定

さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

学
校
給
食
を
自
校
方
式
へ
切
り 

替
え
て
地
産
地
消
の
推
進
を

日
本
共
産
党 

上
田　

博
之

中
学
生
に
大
規
模
災
害
時
の
共 

助
の
教
育
は
行
わ
れ
て
い
る
か

志
政
あ
や
せ 

笠
間　
　

昇

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
と
日
米
地
位 

協
定
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
か

 

越
川　

好
昭

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
を
す
る 

こ
と
で
目
指
す
こ
と
は
何
か

 

畑
井　

陽
子

市
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

市
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ブ
タ
ッ
コ
リ
〜
」

「
ブ
タ
ッ
コ
リ
〜
」

大
震
災
の
備
え
に
対
す
る
民
家 

へ
の
補
助
金
助
成
制
度
は

あ
や
せ
未
来
会
議 

増
田
淳
一
郎


